
令和８年熊本地震にかかる
日本赤十字社の対応等について（第５報）
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１ 災害の概要

（１）概要［気象庁情報： ８月８日10時00分 現在］

◼ 令和８年７月28日16時27分に発生

◼ 震源地は、熊本県熊本地方でマグニチュード７．１と推定

◼ 最大震度は７を観測（熊本県宇城市、氷川町）

◼ 同日16時29分に津波注意報が発表されたが、その後解除され、

被害なし

◼ 28日16時以降、震度１以上を観測した地震が572回発生

（震度７：１回、震度５弱：5回、震度４：21回、震度３：56回、

震度２：145回、   震度１：344回）

8/10：更新済
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１ 災害の概要

（２）被害状況［消防庁情報： ８月９日10時00分 現在］

被害状況の詳細

・
7
日
本
地
図
の
元
デ
ー
タ
を
置
い
て
お
く

・
避
難
者
数
を
ど
う
す
る
か

・火災： 11件発生したが、すべて鎮火済み
・救助： 64件発生したが、すべて対応済み

人的被害 住家被害

死者 重傷 軽傷 全壊 半壊 一部破損

熊本県 39 人 23 人 146 人 699 棟 1,045 棟 7,622 棟

福岡県 ０ 人 １ 人 １ 人 ０ 棟 ０ 棟 ８ 棟

大分県 ０ 人 ０ 人 １ 人 ０ 棟 ０ 棟 ０ 棟

鹿児島県 ０ 人 ０ 人 １ 人 ０ 棟 ０ 棟 ０ 棟

8/10：更新済
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１ 災害の概要
（３）避難所の状況［熊本県： ８月９日14時00分 現在］

・
7
日
本
地
図
の
元
デ
ー
タ
を
置
い
て
お
く

能
登
半
島
地
震
対
応
時
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、
要
検
討

・
避
難
者
数
を
ど
う
す
る
か→

記
載
済

・避難所開設数：103カ所
・避難者数：6,183人

市町村 避難所数 避難者数

熊本市 23カ所 310人

宇土市 8カ所 162人

宇城市 11カ所 2,973人

八代市 38カ所 2,373人

氷川町 4カ所 273人

その他市町村 19カ所 92人

７月31日第２版より
市町村別の表を挿入

8/10：更新済
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１ 災害の概要
（４）ライフライン等の状況
ア 水道関係［国土交通省情報：８月７日7時30分 現在］

イ 電力関係［九州電力送配電ホームページ： ７月31日16時44分 現在］

都道府県 断水戸数

熊本県
約34,800戸（-2,800）

（八代市：約23,462戸、宇城市：約8,473戸、
氷川町：約2,871戸、甲佐町：約0戸）

都道府県 停電戸数

熊本県 全復旧

※（）内の数字は前報比

ウ ガス関係［九州ガス株式会社ホームページ： ８月９日18時00分 現在］

都道府県 停ガス戸数

熊本県
3,561戸（-2,225）

（八代市：3,561戸）復旧見込み：来週中には完了予定

下水が復旧したこと
が公式に発表された
らそれについて一言

入れる

8/10：更新済
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２ 熊本県内の赤十字施設の状況
［８月６日11時00分 現在］

施設名 被害状況 対応状況

熊本県支部 被害状況等なし
・熊本赤十字病院と合同本部を立ち上げ
・全国の赤十字施設と連携しながら医療救護班等の派遣、
救援物資の運搬等を実施

熊本赤十字病院
・建物、ライフライン

：被害なし
・患者等：被害なし

・災害時対応として計370人を受入
・転院：13人
・予定入院：８月１日（土）から再開済
・一般外来：８月３日（月）から再開済

熊本県赤十字
血液センター

及び
県内献血ルーム

・移動採血場所の確保
が困難

・採血業務：下通り献血ルームが８月５日（水）から再開済

地震に伴い熊本県内の献血・移動採血を一時中止したが、血
液製剤の在庫に影響が生じないよう全国の血液センターと連
携して需給を調整し、県内の医療機関への供給を継続

日本赤十字社
熊本健康管理
センター

被害状況等なし

・７月30日（木）から開館
・１日人間ドック、健康診断、外来診療（再検査・
精密検査等）を通常通り実施

・２日人間ドックは、ホテル宿泊の方は８月３日（月）から、
センター宿泊の方は５日（水）から
再開、ご自宅から来所の方は通常どおり実施

8/10：更新済
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
（１）救護体制［７月29日11時00分 現在］

本社・ブロック 支部名 救護体制

本社 － 第２次救護体制

第６ブロック
（九州・沖縄）

福岡県支部 第３次救護体制

佐賀県支部 第２次救護体制

長崎県支部 第２次救護体制

熊本県支部 第３次救護体制

大分県支部 第２次救護体制

宮崎県支部 第２次救護体制

鹿児島県支部 第３次救護体制

沖縄県支部 第３次救護体制

第１次救護体制：救護担当部門で対応、第２次救護体制：原則全部門で対応
第３次救護体制：全職員で対応

なお全国で救護体制を敷き対応中であること。

8/10：更新済
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

（２）職員の派遣状況［８月10日16時00分現在］

ア 関係機関への職員派遣：派遣延べ人数 14人
派遣元 派遣数※ 派遣先 活動内容 派遣期間

熊本県支部 １人 熊本県庁
熊本県災害対策
本部会議

7/28～

※表内の派遣数については現在活動中のものであること

（引継ぎメモ）8/8

8/10時点の情報に
修正済み
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

八代市
八代保健所

茨城県支部 水戸赤十字病院 １班 8/9～

群馬県支部 原町赤十字病院 １班 8/9～

静岡県支部 静岡赤十字病院 １班 8/9～

奈良県支部
奈良県立医科大学附属

病院
１班 8/9～

熊本県支部 熊本赤十字病院 １班 8/8～

鹿児島県支部 鹿児島赤十字病院 １班 8/9～

イ 救護班：派遣延べ班数 43班

ライン表（ 8/8 10：00）をもとに
8/10時点の情報に更新済
→8/10 内容確認・業務日報の記
載をもとに活動内容を記載
※10：48現在静岡県のみ活動内
容未更新

被災地における保健・医療ニーズのアセスメント、被災地内の救護所における診療や巡回診療の他、被災した医療機関
の支援や災害関連死防止のための取り組み等を行います。
また、必要に応じて避難所の環境改善（段ボールベッドの展開等）のための取り組みも行います。

（ア）活動中 班数 12班
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

宇城市
宇城保健所

山形県支部 北村山公立病院 １班 8/9～

長野県支部 諏訪赤十字病院 １班 8/9～

岡山県支部 岡山赤十字病院 １班 8/9～

愛媛県支部 松山赤十字病院 １班 8/9～

長崎県支部
日本赤十字社
長崎原爆病院

１班 8/9～

熊本県支部 熊本赤十字病院 １班 8/8～

8/10 活動内容について記載
10：59時点で山形県、岡山県
の活動内容未更新
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
イ 救護班

（イ）＜活動終了＞班数 31班

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

八代市
八代保健所

本社
日本赤十字社医療センター

※
１班 8/6～8/8

栃木県支部 芳賀赤十字病院 １班 8/6～8/9

埼玉県支部 小川赤十字病院 １班 8/6～8/9

東京都支部 武蔵野赤十字病院 １班 8/3～8/6

神奈川県支部 横浜市立みなと赤十字病院 １班 8/3～8/6

岐阜県支部 岐阜赤十字病院 １班 8/6～8/9

愛知県支部
日本赤十字社愛知医療センター

名古屋第二病院
１班 8/3～8/6

8/10：更新済

八代市 ⁺11

宇城市 ⁺11

※キにて後述されている船舶活用医療の救護班と同一であるが、台風接近のために一部日程は上記の活動を行ったこと。
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

八代市
八代保健所

大阪府支部
大阪赤十字病院
高槻赤十字病院

１班 8/3～8/6

和歌山県支部
日本赤十字社

和歌山医療センター
１班 8/6～8/9

島根県支部 益田赤十字病院 １班 7/31～8/3

福岡県支部 福岡赤十字病院

１班 7/29～7/31

１班 7/29～7/31

１班 8/3～8/6

熊本県支部 熊本赤十字病院 １班 8/5～8/8

大分県支部 大分赤十字病院
１班 7/31～8/3

１班 8/6～8/9

8/10：更新済
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

宇城市
宇城保健所

宮城県支部 石巻赤十字病院 １班 8/6～8/9

長野県支部 長野赤十字病院 １班 8/6～8/9

愛知県支部
日本赤十字社愛知医療
センター名古屋第一病院

１班 8/3～8/6

広島県支部 広島赤十字・原爆病院 １班 8/3～8/6

山口県支部 山口赤十字病院 １班 8/3～8/6

徳島県支部 徳島赤十字病院 １班 8/6～8/9

香川県支部 高松赤十字病院 １班 8/6～8/9

佐賀県支部 唐津赤十字病院
１班 7/29～7/31

１班 8/6～8/9

長崎県支部
日本赤十字社長崎原爆病院 １班 7/29～7/31

日本赤十字社長崎原爆諫早病院 １班 7/31～8/3

8/10：更新済
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

宇城市
宇城保健所

熊本県支部 熊本赤十字病院 １班 8/5～8/9

宮崎県支部 宮崎大学医学部付属病院 １班 8/3～8/6

鹿児島県支部 鹿児島赤十字病院 １班 7/31～8/3

沖縄県支部 沖縄赤十字病院 １班 8/3～8/6

8/10：更新済
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
ウ 日赤災害医療コーディネートチーム：活動数延べ 22チーム

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

熊本県庁
長崎県支部 日本赤十字社長崎原爆病院 １チーム 8/8～

熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 8/8～

熊本県支部 熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 8/8～

宇城市 宇城保健所
福島県支部 福島赤十字病院 １チーム 8/8～

京都県支部 京都第一赤十字病院 １チーム 8/8～

八代市 八代保健所
八代市 八代市役所

新潟県支部 長岡赤十字病院 １チーム 8/8～

三重県支部 伊勢赤十字病院 １チーム 8/8～

氷川町氷川町健康セ
ンター

高知県支部 高知赤十字病院 １チーム 8/8～

被災地の保健医療ニーズを把握し、関係機関との調整、医療救護に関する専門的助言を行います。

（ア）活動中 チーム数 ８チーム

8/10 活動内容について記載
13：12時点で福島県の活動内
容未更新（業務日報なし）
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

ウ 日赤災害医療コーディネートチーム

  （イ）＜活動終了＞チーム数 14チーム

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

熊本県庁

宮城県支部 石巻赤十字病院 １チーム 8/3～8/8

熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 7/29～8/4

熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 8/3～8/7

沖縄県支部 沖縄赤十字病院 １チーム 7/29～8/3

熊本県支部
熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 7/31

熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 8/1～8/7

宇城市 宇城保健所

兵庫県支部 神戸赤十字病院 １チーム 8/2～8/8

広島県支部 広島赤十字・原爆病院 １チーム 8/2～8/8

佐賀県支部 唐津赤十字病院 １チーム 7/29～8/3

活動内容について記載するか
要検討
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

八代市 八代保健所

埼玉県支部 さいたま赤十字病院 １チーム 8/6～8/8

神奈川県支部
横浜市立みなと赤十字

病院
１チーム 8/3～8/6

石川県支部 金沢赤十字病院 １チーム 8/3～8/8

福岡県支部 福岡赤十字病院 １チーム 7/30～8/3

熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 7/29~7/31

8/10 済
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
エ こころのケア班（調整班含む）：活動数延べ ３班

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

熊本県支部

本社
日本赤十字社
医療センター

１班 8/10～

三重県支部 伊勢赤十字病院 １班 8/8～

被災者の健康や身近な悩みなどをお聞きすることにより、安心感を築いていく心理的な支援と、ハンドケアや足浴
などのリラクゼーション、子どもの遊び場の設置、ストレス対処法の広報活動などの社会的な支援を行います。

（ア）こころのケア調整班 活動中 班数 ２班

※ この他に、救護班、日赤災害医療コーディネートチームに帯同しているこころのケア要員が医療救護活動に併せて実施。

（イ）こころのケア班 活動中 班数 １班

こころのケア活動体制の構築、展開方針の決定、関係機関との調整を行います。

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

熊本県 福岡県支部
福岡赤十字病院
今津赤十字病院
嘉麻赤十字病院

１班 8/10～

情報は
8/10時

点を想
定

活動内容について
記載するか要検討
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
エ こころのケア班（調整班含む）

（ウ）こころのケア調整班  ＜活動終了＞班数 １班

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

熊本県支部 岡山県支部 岡山赤十字病院 １班 8/6～8/8



19

３ 日本赤十字社の主な活動状況
オ 本社初動派遣要員、支部支援要員・広報要員

派遣延べ人数  22人
（ア） 活動中 派遣人数 8人

派遣先 派遣元 派遣数 活動内容 派遣期間

熊本県支部 本社

１人 支部支援 7/31～

３人 支部支援 8/5～8/10

１人 広報支援 8/7～

３人 支部支援 8/9～

1人 広報支援 8/10～

8/10：更新済
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
オ 本社初動派遣要員、支部支援要員・広報要員
（イ）＜活動終了＞人数  14人

派遣先 派遣元 派遣数 活動内容 派遣期間

熊本県支部

本社

３人 支部支援 7/29～8/2

３人 支部支援 8/1～8/5

前橋赤十字病院 ２人
統括コーディ
ネーター支援

7/31～8/6

さいたま赤十字病院 ２人
統括コーディ
ネーター支援

7/31～8/6

熊本県支部等 本社

２人 広報業務 7/29～8/2

２人 広報業務 8/2～8/5

8/10：更新済
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
カ 内閣府調査チーム（※）への職員派遣

派遣延べ人数  ２チーム４人
※被災地において、関係省庁及び被災地方公共団体と緊密な連携をとりつつ、主に次に掲げる任務にあたるもの。
※内閣府との協定に基づき、日本赤十字社の医師等が同チームに帯同。
※ ・被災地の調査及び被害情報その他の現地情報の収集
※ ・被災地方公共団体が行う災害対応に関する支援

施設名 派遣元 派遣数 派遣先 活動内容 派遣期間

本社

本社
日本赤十字社医療センター

１チーム
２人

熊本県庁
災害対応に
かかる支援等

7/28～8/2

本社
日本赤十字社医療センター

１チーム
２人

熊本県庁
災害対応に
かかる支援等

8/2～8/9

（ア）＜活動終了＞人数 ２チーム４人
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
キ 船舶活用医療

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 派遣期間

はくおうII（八代港） 本社
日本赤十字社
医療センター

１班９人 8/3~8/9

内閣府との協定に基づき、船舶を活用した医療が提供される際に日本赤十字社から救護班（資機材含む）を派遣
するもの。 

＜活動終了＞派遣人数 １班９人

防衛省手配のフェリー「はくおうII」で行われた被災者対象の入浴サービスにおいて、乗船者187人に対して検温
や問診などのメディカルチェックを行った（8/5）。台風接近に伴い当該船舶がしばらく避難・離岸することとなった
ため、関係者との調整の結果、地元医療者等に業務を引き継ぎ、その後は前述イで記載のとおり八代市内の避
難所環境整備等に従事した。

（引継ぎメモ）8/8

・8/3~4の活動内
容は？

・今後はもう派遣
無しでいいのか

・表記や定義の確
認
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

熊本労災病院で活動する調整本部
（熊本県 八代市）

被災者に届けられる支援物資
（熊本県 氷川町）

日本赤十字社 熊本県支部の災害対策本部
（熊本県 熊本市）

被災者と向き合う救護班
（熊本県 八代市）
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

船舶活用医療「はくおうⅡ」内でのメディカル
チェック （熊本県）

関係機関との打ち合わせ （熊本県）
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
（３）救援物資の配布［８月10日13時00分 現在］

配布先 安眠セット タオルケット 支部名 配布日

宇城市 宇城学校給食センター 700セット
熊本県
支部

８月３日

八代市 太田郷コミュニティセンター 120枚
熊本県
支部

８月３日

八代市 八代市立第四中学校 402セット 280枚
熊本県
支部

８月３日

八代市 鏡コミュニティセンター 12セット 150枚
熊本県
支部

８月３日

八代市 八代トヨオカ地建アリーナ 310セット
熊本県
支部

８月４日

八代市 八代総合庁舎 ６セット
熊本県
支部

８月４日
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

配布先 安眠セット タオルケット 支部名 配布日

美里町役場 100枚
熊本県
支部

8月5日

八代市立鏡小学校 60セット
熊本県
支部

8月6日

宇城市学校給食センター 240セット
熊本県
支部

8月7日

八千杷コミュニティセンター 70セット
熊本県
支部

8月7日

麦島コミュニティセンター 90セット
熊本県
支部

8月7日

高田コミュニティセンター 42セット
熊本県
支部

8月7日
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

配布先 安眠セット タオルケット 支部名 配布日

龍峯コミュニティセンター 24セット
熊本県
支部

8月7日

八代市立鏡中学校 30セット
熊本県
支部

8月8日

日奈久コミュニティセンター 30セット
熊本県
支部

8月9日

日奈久小学校 10セット
熊本県
支部

8月9日

八代市立第八中学校 70セット
熊本県
支部

8月9日
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

救援物資の「安眠セット」とタオルケット 日本赤十字看護大学救護倉庫から救援物
資を搬出する様子（東京都 渋谷区）



29

熊本県支部に到着したボランティア（熊本県熊本市）

３ 日本赤十字社の主な活動状況

避難所で救援物資の搬入を行うボランティア（熊本県八代市）

（４）赤十字ボランティアの活動

熊本県内では、赤十字奉仕団員等、多くの赤十字ボランティアが日赤の行う
救護活動を支援している他、全国各地の赤十字ボランティアや青少年赤十字
メンバー等が、義援金の募集や救援物資の搬入出等の支援活動を行っていま
す。
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

（５）義援金の受付［７月31日13時00分 現在］

皆様方からお寄せいただきました義援金は、被災地の
方々の生活を支援するため、全額を被災地の義援金配分
委員会にお送りいたします。

ア 義援金名 令和８年熊本地震災害義援金

イ 受付期間 令和８年７月31日（金）～令和８年10月30日（金）

ウ 協力方法 日本赤十字社ホームページをご覧ください。

https://www.jrc.or.jp/contribute/help/20260731/
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